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知的財産プロデューサー派遣先一覧（2020年12月現在）

豊橋技術科学大学
（農業ビッグデータ活用によるロボティック
グリーンハウスの実現）

国立感染症研究所
（抗HBV創薬シーズの創出およびメカニズム
解析）

海洋研究開発機構
（さきがけ 魚群探知機とバーチャル生簀の融合
による養殖魚計測技術の開発）

海洋研究開発機構
（CREST Fish Techによるサステイナブル漁業
モデルの創出）

産業技術総合研究所 触媒化学融合研究センター
（機能性化学品の連続精密生産プロセス技術
の開発）

理化学研究所 環境資源科学研究センター

東京大学
（ACCEL 高速画像処理を用いた知能システムの
応用展開）

横浜国立大学
（水電解水素製造技術高度化のための基盤技術研究開発/
アルカリ水電解及び固体高分子形水電解の高度化）

東京芸術大学
（COI 「感動」を創造する芸術と科学技術
による共感覚イノベーション拠点）

次世代バイオ医薬品製造技術研究組合
（遺伝子・細胞治療用ベクターのプラット
フォーム製造技術開発）

東京工業大学
（Q-LEAP 固体量子センサの高度制御による
革新的センサシステムの創出）

産業技術総合研究所 人工知能研究センター
（実世界に埋め込まれる人間中心の人工知能技術の
研究開発）

幹細胞評価基盤技術研究組合
（In-vitro安全性試験・薬物動態試験の高度化を実現する
organ/multi-organs-on-a-chipの開発とその製造技術基盤の確立）

国立がん研究センター
（がんの診断・治療・緩和におけるアウトカム向上に
帰する医療機器創出を目指した拠点整備事業）

産業技術総合研究所 環境創生研究部門
（高効率な資源循環システムを構築するため
のリサイクル技術の研究開発事業）

森林研究・整備機構 森林総合研究所

（新素材製造・利用技術開発）

情報・システム研究機構 国立情報学研究所
（ERATO 蓮尾メタ数理システムデザイン
プロジェクト）

農業・食品産業技術総合研究機構
（SIP 食を通じた健康システムの確立による
健康寿命の延伸）

物質・材料研究機構
（SIP 先端的構造材料・プロセスに対応した
逆問題MI基盤の構築）

（「膜タンパク質研究」産学官共創コンソーシアム）

千葉大学

（高付加価値野菜品種ごとに適した栽培条件を
作出できるAI-ロボット温室の開発）

筑波大学

東京大学 先端科学技術研究センター

（個人及びグループの属性に適応する群集制御）

次世代バイオ医薬品製造技術研究組合

（バイオ医薬品の高度製造技術の開発）

新エネルギー・産業技術総合開発機構
（人と共に進化する次世代人工知能に関する
技術開発事業）

防災科学技術研究所
（SIP 避難・緊急活動支援総合システムの
研究開発）

東海国立大学機構 名古屋大学 未来社会創造機構
（OPERA 地域資源活用型エネルギーエコシステムを
構築するための基盤技術の創出）

神戸大学
（高生産性微生物創製に資する情報解析
システムの開発）

京都大学
（ACCEL 元素間融合を基軸とする物質開発と
応用展開）

京都大学
（CREST 糖鎖を基軸とするエクソソームの
多様性解析と生体応答・制御のための基礎研究）

大阪大学 大学院理学研究科
（CREST 新物質観をもつイオン性固体の創製
と新機能創出を導く錯体分子技術の開拓）

大阪大学 大学院医学系研究科
（老化機構・制御研究拠点 モデル生物を用いた個体老化の
基本メカニズムの解明 オートファジーによる寿命延長機構）

大阪大学

（ライフデザイン・イノベーション研究拠点）

技術研究組合リチウムイオン電池材料評価研究センター

（先進・革新蓄電池材料技術開発（第2期））

高輝度光科学研究センター
（レーザー駆動による量子ビーム加速器の
開発と実証）

京都大学
（Q-LEAP 量子もつれ光子対を利用した量子計測
デバイスの研究）

東北大学 国際集積エレクトロニクス研究開発センター
（SIP 超低消費電力MTJ／CMOS Hybrid IoT
デバイス基盤技術の研究開発）

弘前大学 COI研究推進機構
（COI 真の社会イノベーションを実現する
革新的「健やか力」創造拠点）

岩手医科大学

（東北メディカル・メガバンク計画）

東北大学 電気通信研究機構
（OPERA 自律分散協調型直流マイクログリッドの全体最適化を
実現する電力・通信融合ネットワーク基盤技術の創出）

準備支援派遣 6 通常支援派遣 28 フォローアップ支援派遣 5

（ERATO 沼田オルガネラ反応クラスター
プロジェクト）

INPIT
知的財産プロデューサー
派遣事業

INPIT 知的財産プロデューサー

競争的な公的資金が投入された研究開発プロジェクトにおける
知財マネジメント等を支援するため、知的財産の専門人材である
知的財産プロデューサーを派遣しています。

大 学

公的資金
提供機関

研究開発
機関

企 業

研究開発
プロジェクト

競争的な公的資金



競争的な公的資金が投入された
研究開発プロジェクトを支援します

支援のスキームは？

プロジェクト成果の数年以内の
社会実装を目指したい

診断派遣

準備支援派遣

通常支援派遣

フォローアップ
支援派遣

費用はかかりますか？
基礎研究成果の将来の社会実装を念頭において、
次の研究開発ステージへのステップアップを
目指したい

社会実装ステージ

支援・補佐▶

◀基本方針

研究開発ステージ

基礎研究ステージ

研究開発成果の
社会実装

知的財産プロデューサー派遣のご相談は、工業所有権情報・研修館（INPIT）知財戦略部　
イノベーション支援担当へご連絡ください。

知的財産プロデューサーは知的財産関連実務を行う
スタッフとしてではなく、プロジェクトの研究戦略や
事業戦略を踏まえ、プロジェクトリーダーを補佐する
立場で活動します。
そして、知的財産プロデューサーは、知財の視点から
研究開発成果の社会実装を見据えた戦略の策定及び
マネジメント並びに当該社会実装を加速する活動を
支援します。

●プロジェクトリーダー

●競争的な公的資金が投入された研究開発
プロジェクトを推進する大学または研究
開発機関であることです。

●大学については、学校教育法で定めると
ころの大学であることです。

●支援を受けるための費用はかかりません。

●知的財産プロデューサーが執務する環境
の整備は必要です。

プロジェクト支援の可能性を診断

Ａ：公的資金投入決定前のプロジェ
クト企画段階からの準備支援

　　（半年～ 1年）
Ｂ：公的資金投入決定後からの準備
支援（半年）

［随時申請受付］

公的資金が投入されているプロジェ
クトを推進する大学または研究開発
機関からの派遣申請を受け、有識者
委員会の審議決定に基づく支援
（1～ 3年）
［７月及び12月頃公募］

通常支援派遣終了後、研究開発成果
の社会実装に向けた取組が有識者委
員会で認められた場合の支援（1年）

支援を受けられる条件は？

研究成果の近い将来の社会実装を念頭において、
次の社会実装ステージへのステップアップを
目指したい

●知的財産プロデューサー

受けられる支援は？

1 研究開発戦略・事業化戦略と整合する
知的財産戦略策定支援

3 特許情報調査・分析（パテントマップ作成等）
に係る支援

4
発明発掘、知財ポートフォリオ上での評価、
強い特許網形成のための技術展開等に係る
支援

5 頑強な特許網を形成するための
出願等の支援

6 ノウハウ・データ等の秘密管理に係る
支援

7
ステージアップを目指した
顧客セグメント・研究資金・試作品の検討、
パートナー企業探索等に係る支援

8 共同研究の推進（共同研究成果の確認等）
に係る支援

9
事業化シナリオのプランニング、
シナリオ検証のためのSWOT分析等に係る
支援

10 スタートアップ創立、
コンソーシアム創設等に係る支援

知財ポリシー等の方針・ルール策定、
管理体制構築、実務運用等に係る支援2


